
































でデカルトの『省察』を読んだとのことで、このたび 学部・院生時代のテキスト・ノ トを再検討 、講義プリント、ノートを再考し、過去二〇歳からの長年 わ るものの想起を度度にした」 （同上頁（
。その想起は多岐にわたっ
ており、大学院時代は「七〇年安保闘争の最中」で、 「学生運動も盛ん」で、 「学内も混乱」していたということであるから、ほぼ半世紀来の思索を背景 るだけあって、著者の多様な閃きに満ちた論述には目を見張る。　
道元の思想に関して古くは学生時代に知った山崎正一先
生のことを思い出され、またここ十年あまり 比較思想学会での「仏教研鑽の賜物」が本書 あるとのことである。
